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申
　
　
国
柱
　
著

『
近
代
朝
鮮
外
交
史
研
究
』

　
近
年
日
鮮
関
係
の
研
究
が
活
況
を
見
せ
て
い
る
．
根
本
資
料
の
公
開
と
戦
後

二
十
年
を
経
て
朝
鮮
を
客
観
的
に
学
問
の
対
象
と
し
て
研
究
す
る
方
向
に
向
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
両
国
の
過
去
の
不
幸
な
関
係
を
知
る
も
の
に
と
つ
て
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
既
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
一
九
六
〇
年
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
学
コ
ン
・
イ
教
授
（
顕
蜀
曙
O
。
導
畠
）
に
よ
る
「
日
本
の
朝
鮮
奪
取
」

（
6
ぎ
』
巷
導
Φ
8
ω
o
言
醇
①
o
㌦
国
O
器
欝
一
〇〇
〇
〇
〇
山
〇
一
ρ
｝
ω
9
畠
網
o
場
罰
臼
一
δ
彗
暫
＆

浮
＆
弩
ぎ
目
審
巨
葺
。
5
亀
寄
一
暮
一
。
量
一
8
ρ
雷
昌
呂
Φ
一
替
亙
が
出
版
さ
れ
て

大
き
な
論
議
を
呼
び
、
日
本
に
お
い
て
も
日
本
国
際
政
治
学
会
編
「
日
韓
関
係

の
展
開
」
（
一
九
六
三
年
）
、
山
辺
健
太
郎
「
日
韓
併
合
小
史
」
（
一
九
六
六
年
）

と
戦
後
公
開
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
く
学
問
的
価
値
の
高
い
研
究
が
発
表
さ
れ
て

い
る
．
こ
の
よ
う
な
折
、
韓
国
側
か
ら
申
国
柱
博
士
に
よ
る
本
書
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
．

　
著
者
申
国
柱
氏
は
韓
国
の
東
国
大
学
卒
業
後
来
日
し
、
早
稲
田
大
学
大
学
院

に
お
い
て
故
信
夫
淳
平
教
授
の
下
に
あ
つ
て
本
研
究
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
信

　
　
　
紹
介
と
批
評

夫
博
士
の
退
職
、
逝
去
に
よ
つ
て
法
政
大
学
大
学
院
へ
移
り
、
田
中
直
吉
教
授

の
下
で
研
究
を
継
続
し
、
論
文
「
近
代
朝
鮮
外
交
史
研
究
」
に
よ
つ
て
政
治
学

博
士
の
学
位
を
得
、
現
在
母
校
東
国
大
学
教
授
の
地
位
に
あ
る
篤
学
の
士
で
あ

る
．
本
書
は
右
の
博
士
論
文
を
朝
鮮
史
に
造
詣
の
深
い
東
京
都
立
大
学
旗
田
魏

教
授
と
朝
鮮
間
題
研
究
家
山
辺
健
太
郎
氏
の
検
討
と
助
言
を
得
て
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
は
朝
鮮
の
開
国
か
ら
日
清
戦
争
に
至
る
約
二
十
年
間
の
朝
鮮
外

交
史
で
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
目
次
で
判
る
よ
う
に
、
日
鮮
関
係
を
中
心
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
朝
鮮
の
開
国

　第　　　　　第
第三第第第第第二第第第等第
一章五四三二一章五四三二一
節　節節節節節　節節節節節

　
問
題
の
提
起

　
日
本
に
よ
る
朝
鮮
の
開
国

　
日
本
の
対
韓
方
針
と
雲
揚
号
事
件

　
江
華
府
談
判

　
江
華
条
規
の
内
容
と
そ
の
影
響

江
華
条
規
付
録
・
通
商
章
程
の
成
立

　
問
題
の
提
起

　
金
修
信
使
一
行
の
渡
日
と
そ
の
意
義

　
宮
本
理
事
官
一
行
の
渡
韓
使
命

　
付
録
条
規
会
談
の
内
容

　
江
華
条
規
付
録
及
び
通
商
章
程
の
成
立

壬
午
軍
乱

　
問
題
の
提
起

二
二
七

（
八
四
九
）



紹
介

　　　　　　第　　　　　第
第第第第第第五第第第第第四第第第第第
六五四三二一章五四三二一章六五四三二
節節節節節節　節節節節節　節節節節節

と
批
評

壬
午
軍
乱
の
原
因

壬
午
軍
乱
の
発
端
と
そ
の
経
過

壬
午
軍
乱
と
日
本
の
対
韓
方
針

日
本
の
出
兵
と
対
韓
交
渉

清
国
の
干
渉
と
済
物
浦
条
約

甲
申
政
変

　
問
題
の
提
起

　
甲
申
政
変
の
原
因
と
動
機

　
甲
申
政
変
の
経
過

　
甲
申
政
変
と
日
本
の
対
韓
政
策

　
漢
城
条
約
と
天
津
条
約

東
学
党
と
日
清
戦
争

　
著
者
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
新
見
解
は
、

び
各
章
の
「
問
題
の
提
起
」

干
の
批
判
の
筆
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問
題
の
提
起

東
学
党
発
生
の
原
因

東
学
党
の
沿
革

東
学
党
の
発
端
と
経
過

東
学
党
と
日
清
両
国
の
出
兵

東
学
党
乱
の
鎮
定
と
日
清
開
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
英
両
文
に
よ
る
「
要
旨
」
お
よ

　
　
　
　
　
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
中
心
に
紹
介
と
若

第
一
章
、
「
朝
鮮
の
開
国
」
は
一
九
世
紀
の
中
頃
以
来
欧
米
諸
国
に
対
し
て
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
　
　
　
（
八
五
〇
）

国
政
策
を
と
つ
て
い
た
朝
鮮
が
、
一
八
七
六
年
日
本
に
よ
つ
て
開
国
さ
れ
る
に

い
た
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
章
の
主
眼
点
は
、
朝
鮮
開
国

の
契
機
を
な
し
た
雲
揚
号
事
件
に
関
す
る
従
来
の
説
、
す
な
わ
ち
日
本
の
雲
揚

号
の
朝
鮮
派
遣
目
的
は
水
路
測
量
で
あ
り
、
故
な
く
し
て
朝
鮮
砲
台
よ
り
砲
撃

さ
れ
た
と
す
る
説
に
反
対
し
て
、
雲
揚
号
の
使
命
が
朝
鮮
に
対
す
る
示
威
挑
発

に
あ
つ
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
三
頁
）
。
一
八
七
五
年

四
月
、
釜
山
差
遣
中
の
森
山
理
事
官
は
停
頓
し
た
交
渉
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

日
本
政
府
に
対
し
て
軍
艦
若
干
隻
の
朝
鮮
近
海
出
動
を
要
求
す
る
。
か
く
し
て

派
遣
さ
れ
た
雲
揚
号
は
同
年
五
月
、
第
二
丁
卯
号
は
六
月
そ
れ
ぞ
れ
釜
山
に
入

港
、
第
一
回
の
測
量
兼
示
威
の
任
務
を
完
了
し
て
帰
国
す
る
．
同
年
九
月
雲
揚

号
は
再
び
日
本
を
出
、
江
華
海
域
に
入
り
「
淡
水
欠
乏
を
理
由
と
し
て
、
江
華

島
に
近
寄
り
漢
江
口
に
本
船
を
投
じ
、
ボ
ー
ト
に
て
江
華
島
南
の
河
口
を
遡
つ

た
。
朝
鮮
は
外
国
軍
艦
が
故
無
く
し
て
、
領
海
に
進
入
し
て
来
た
の
で
、
江
華

島
砲
台
よ
り
砲
撃
を
加
え
た
。
こ
こ
に
お
い
て
雲
揚
号
は
、
こ
れ
に
応
戦
し

て
、
砲
台
を
破
壊
し
、
か
つ
永
宗
島
を
占
領
し
、
城
内
の
官
衙
や
民
家
を
焼
払

い
、
銅
砲
三
十
六
門
を
歯
獲
し
、
同
年
九
月
二
十
八
日
長
崎
へ
帰
還
し
た
」

（
傍
点
筆
者
X
一
一
二
頁
）
．
こ
れ
が
雲
揚
号
事
件
で
あ
り
、
同
事
件
を
機
会
と
し

て
日
本
は
黒
田
・
井
上
両
全
権
を
任
命
し
、
軍
艦
六
隻
を
率
い
て
朝
鮮
に
赴
か

し
め
、
通
商
条
約
を
強
要
し
、
つ
い
に
朝
鮮
を
開
国
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
第
一
に
は
著
者
の
い
う
雲
揚
号
が
領
海
に
進
入
し

た
の
で
韓
国
側
が
発
砲
し
た
と
の
説
で
あ
る
．
当
時
後
の
国
際
法
の
「
領
海
」
の

観
念
が
存
在
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
後
に
森
山
理
事
官
も
李
鴻
章

と
の
会
談
で
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
「
第
一
我
砲



船
ハ
：
其
椀
頭
二
我
国
ノ
旗
章
ヲ
標
シ
タ
レ
ハ
朝
鮮
人
ハ
固
ヨ
リ
之
ヲ
認
識

セ
シ
筈
ナ
リ
然
ル
ニ
国
旗
ア
ル
ヲ
顧
ミ
ス
突
然
該
船
二
向
テ
発
砲
セ
リ
ー
：
第

二
－
…
我
国
ノ
砲
船
公
法
上
所
禁
ノ
近
海
二
進
入
セ
リ
ト
云
フ
請
フ
之
ヲ
思
へ

夫
レ
公
法
ハ
之
ヲ
遵
守
ス
ル
ノ
国
二
用
ユ
ヘ
ク
朝
鮮
ノ
如
キ
公
法
ノ
何
タ
ル
ヲ

知
ラ
ス
却
テ
之
ヲ
圧
悪
ス
ル
ノ
国
二
用
ユ
可
ラ
ス
彼
レ
仁
愛
ノ
道
ヲ
守
ラ
ス
余

国
ノ
民
ヲ
入
レ
ス
偶
々
外
来
ノ
船
ア
レ
ハ
妄
二
之
二
発
砲
シ
・
・
…
諸
国
船
舶
ノ

中
殊
二
朝
鮮
海
上
ヲ
往
来
ス
ル
隣
国
ノ
船
舶
往
々
沈
没
ノ
災
二
罹
ル
者
少
ナ
カ

ラ
ス
故
二
隣
国
ノ
一
タ
ル
我
国
ノ
船
人
二
対
シ
斯
ル
不
仁
ノ
事
ヲ
為
サ
シ
ム
ル

ヲ
得
サ
ル
也
」
（
「
日
本
外
交
文
書
」
九
巻
一
七
三
－
一
七
四
頁
）
。
第
二
は
、
は
じ

め
か
ら
挑
発
の
目
的
を
持
つ
て
い
た
に
し
て
は
雲
揚
号
が
あ
ま
り
に
も
貧
弱
で

あ
る
上
に
、
何
故
か
く
も
容
易
に
江
華
島
占
領
が
可
能
と
な
つ
た
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
長
さ
一
一
九
尺
、
幅
二
四
尺
、
排
水
噸
二
四
五
、
馬
力
一
〇
四
、

乗
組
員
全
数
七
五
と
い
う
汽
帆
両
走
用
の
小
さ
な
木
造
船
（
四
一
頁
）
で
あ
る

雲
揚
号
が
、
か
つ
て
「
丙
寅
洋
乱
」
（
一
八
六
六
年
）
に
お
い
て
ア
ジ
ア
艦
隊
七

隻
を
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
が
首
都
ソ
ウ
ル
に
近
い
江
華
府
を
一
時
占
領
し
、
漢
江

封
鎖
を
宣
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
撃
さ
れ
、
ま
た
　
「
辛
未
洋
乱
」
（
一
八

七
六
年
）
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
艦
隊
が
江
華
島
を
占
領
し
な
が

ら
撃
退
さ
れ
た
朝
鮮
軍
（
二
二
頁
）
を
相
手
に
二
二
名
の
海
兵
・
水
兵
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
の
誤
り
？
）

占
領
が
何
故
か
く
も
容
易
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
中
国
で
す
ら
敗
れ
な

か
つ
た
フ
ラ
ソ
ス
艦
隊
を
撃
退
紮
ま
た
ア
メ
リ
カ
艦
隊
を
斥
け
、
さ
ら
に
イ

ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
門
戸
開
放
を
許
さ
な
か
つ
た
」
朝
鮮
（
二
二
－

二
三
頁
）
が
、
よ
し
挑
発
の
目
的
を
持
つ
て
い
た
に
せ
よ
何
故
こ
の
時
ぽ
か
り

は
従
前
の
ご
と
き
抵
抗
を
行
わ
な
か
つ
た
の
か
、
こ
の
点
に
関
し
著
者
は
触
れ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
雲
揚
号
事
件
に
端
を
発
し
、
日
本
は
朝
鮮
の
開
国
を
行
い
、
一
八
七
六
年
二

月
「
江
華
条
規
」
を
締
結
す
る
．
江
華
条
規
は
日
英
修
好
通
商
条
約
（
一
八
五

八
年
）
を
模
倣
し
て
日
本
が
朝
鮮
に
課
し
た
も
の
で
あ
り
、
種
々
の
弊
害
を
生

じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
が
そ
れ
を
「
日
本
人
が
江
華
条
規
に

よ
つ
て
、
朝
鮮
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
権
利
を
得
た
だ
け
で
、
朝
鮮
人
が
日
本

国
で
行
使
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
何
等
規
定
さ
れ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
起
因
す

る
」
「
し
た
が
つ
て
、
こ
の
条
約
は
、
全
く
一
方
的
な
不
平
等
条
約
で
も
あ
つ

た
」
（
六
二
頁
）
と
す
る
の
は
や
や
誇
張
が
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ん
と
な
れ

ぽ
、
江
華
条
規
締
結
談
判
の
過
程
に
お
い
て
日
本
側
は
次
の
項
目
を
条
約
に
挿

入
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
日
本
国
従
前
外
国
人
民
二
准
シ

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

テ
通
商
ス
ル
各
ロ
ハ
均
シ
ク
朝
鮮
国
人
民
ノ
来
往
貿
易
ス
ル
ヲ
免
許
シ
他
国
ト

異
ナ
ル
ナ
シ
…
…
」
．
し
か
し
朝
鮮
側
は
コ
ー
今
預
メ
此
条
項
ヲ
設
ケ
ヲ
ク

ト
キ
ハ
外
国
ト
条
約
ヲ
結
フ
ノ
意
ア
ル
ニ
似
タ
リ
請
フ
此
款
ヲ
削
除
セ
ン
」
と

自
ら
の
意
志
で
、
朝
鮮
人
の
日
本
駐
在
を
拒
絶
し
た
事
実
が
あ
る
（
「
日
本
外
交

文
書
」
第
九
巻
九
九
頁
）
．

　
第
二
章
で
は
、
従
来
殆
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
「
江
華
条
規
付

録
」
お
よ
び
「
通
商
章
程
」
の
成
立
過
程
の
経
緯
が
論
じ
ら
れ
る
。
日
本
は
江

華
条
規
の
不
備
を
補
充
す
る
た
め
．
同
条
規
の
条
文
の
う
ち
に
今
後
の
外
交
交

渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
江
華
条
約
調
印
直
後
、
朝
鮮
の
高
官
を
日
本
に
招

待
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
朝
鮮
側
は
こ
の
日
本
の
修
信
使
派
遣
要
請
に
応

じ
、
直
ち
に
金
綺
秀
一
行
を
日
本
視
察
に
出
発
さ
せ
る
。
一
行
は
約
三
週
問
日

本
に
滞
在
し
、
日
本
側
の
計
画
的
視
察
日
程
に
従
つ
て
見
聞
を
行
い
、
そ
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
　
　
（
八
五
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

聞
を
帰
国
し
て
報
告
す
る
．
こ
の
報
告
に
よ
つ
て
江
華
条
規
締
結
直
後
悪
化
し

て
い
た
朝
鮮
の
対
日
感
情
は
や
や
好
転
し
、
日
本
に
対
す
る
警
戒
心
も
柔
ら
い

だ
と
い
わ
れ
る
．
こ
の
時
機
に
日
本
は
宮
本
理
事
官
一
行
を
京
城
に
派
遣
し
、

江
華
条
規
付
録
お
よ
び
通
商
章
程
の
調
印
に
成
功
し
、
両
国
の
間
に
不
平
等
関

係
が
成
立
し
、
以
後
の
日
本
の
対
鮮
進
出
を
容
易
に
す
る
。
著
者
は
こ
の
点
を

捉
え
、
金
修
信
使
一
行
が
日
本
要
路
に
直
接
接
近
し
て
、
目
本
の
国
情
や
対
鮮

政
策
の
真
意
を
探
索
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
努
力
せ
ず
、
日
本
語
を
解
す
る
も

の
も
少
な
か
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
見
聞
等
も
日
本
側
の
用
意
し
た
通
訳
官

等
か
ら
間
接
的
に
判
断
す
る
等
、
か
か
る
修
信
使
に
期
待
し
て
使
命
を
授
け
た

当
時
の
朝
鮮
の
為
政
者
の
失
策
を
挙
げ
る
と
と
も
に
金
一
行
の
役
割
を
「
悪
使
」

と
結
論
す
る
（
八
三
－
八
六
頁
）
。
故
田
保
橋
潔
教
授
が
「
修
信
使
の
復
命
に
よ

つ
て
日
本
開
化
が
理
解
さ
れ
、
李
太
王
お
よ
び
そ
の
左
右
の
新
人
が
、
国
内
守
旧

派
の
激
し
い
反
対
を
排
除
し
新
日
本
の
文
化
輸
入
に
努
力
し
、
以
て
明
治
一
七

年
甲
申
政
変
に
及
ん
だ
そ
の
先
駆
を
な
し
た
こ
と
を
思
へ
ぽ
、
金
修
信
使
一
行

は
そ
の
幾
多
の
過
失
あ
る
に
せ
よ
、
猶
『
善
使
』
で
あ
つ
た
」
と
の
説
に
異
議

を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
．
田
保
橋
説
と
力
点
の
置
き
方
が
異
る
故
に
反
対
の
評

価
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
日
本
の
岩
倉
具
視
一
行
の
遣
欧
米
使

節
の
役
割
と
の
比
較
な
ど
試
み
て
見
る
の
も
面
白
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
．

　
第
三
章
「
壬
午
軍
乱
」
は
一
八
八
二
年
の
軍
乱
の
原
因
を
究
明
し
、
軍
乱
の

経
過
と
日
清
両
国
の
対
鮮
政
策
を
述
べ
、
清
国
の
干
渉
と
済
物
浦
条
約
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
本
章
の
重
要
な
点
は
、
壬
午
の
軍
乱
を
、
大
院
君
と
闘
妃
の

権
力
闘
争
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
の
侵
略
と
閲
氏
政
権
の
失
政
に
対
す
る
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
　
　
（
八
五
二
）

民
の
不
満
の
爆
発
と
解
し
て
い
る
点
、
蜂
起
し
た
軍
民
の
政
府
高
官
邸
、
日
本

公
使
館
邸
の
襲
撃
と
そ
れ
に
よ
る
日
本
公
使
花
房
義
質
一
行
の
京
城
脱
出
の
際

に
発
生
し
た
日
本
公
使
館
の
焼
打
が
朝
鮮
暴
民
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
公
使

館
付
武
官
の
手
記
に
よ
つ
て
、
日
本
人
自
ら
の
手
に
よ
つ
て
脱
出
の
折
に
火
が

放
た
れ
た
こ
と
を
立
証
し
た
点
、
お
よ
び
清
国
の
朝
鮮
出
丘
ハ
が
、
関
妃
の
策
動

に
よ
り
朝
鮮
よ
り
要
求
し
た
も
の
で
は
な
く
、
清
国
が
日
本
と
の
対
抗
上
そ
の

自
主
的
判
断
に
よ
り
出
兵
し
た
こ
と
を
論
証
し
た
点
で
あ
る
。
以
上
山
辺
氏
の

研
究
に
負
う
所
も
多
い
が
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。
望
む
べ
く
は
、

後
に
甲
申
事
変
の
原
因
と
な
る
日
本
公
使
館
護
衛
の
た
め
の
日
本
陸
軍
一
個
中

隊
の
京
城
駐
在
（
田
保
橋
教
授
に
よ
れ
ば
二
個
中
隊
Y
が
済
物
浦
条
約
で
決
定

さ
れ
る
が
（
二
〇
四
頁
）
、
井
上
外
務
卿
が
最
初
花
房
公
使
に
下
し
た
機
密
訓
令

は
「
将
来
ノ
保
証
ト
シ
テ
、
朝
鮮
政
府
ハ
今
ヨ
リ
五
年
ノ
間
我
ガ
京
城
駐
在
公
使

館
ヲ
守
衛
ス
ル
為
二
充
分
ナ
ル
兵
員
ヲ
備
フ
ベ
シ
」
と
朝
鮮
兵
に
よ
る
警
備
を

要
求
し
て
い
た
（
一
六
五
頁
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
経
過
を
経
て
花

房
公
使
が
八
月
二
十
日
の
国
王
謁
見
に
際
し
て
「
今
ヨ
リ
五
年
間
ハ
日
本
陸
軍

兵
一
大
隊
ヲ
置
キ
、
以
テ
公
使
館
ヲ
護
衛
ス
ル
事
」
に
変
更
が
な
さ
れ
（
一
八

○
頁
）
、
済
物
浦
条
約
に
結
実
す
る
の
か
、
井
上
訓
令
の
変
化
の
過
程
を
跡
付

け
て
い
た
だ
き
た
か
つ
た
。

　
第
四
章
「
甲
申
政
変
」
は
、
一
八
八
四
年
の
政
変
の
経
過
と
日
本
の
対
鮮
方

針
を
論
じ
、
そ
の
結
果
締
結
さ
れ
た
漢
城
条
約
と
天
津
条
約
を
扱
つ
て
い
る
．

著
者
は
本
章
に
お
い
て
従
来
か
ら
唱
え
ら
れ
た
「
甲
申
政
変
は
金
玉
均
な
ど
の

改
化
派
が
日
本
の
開
化
文
明
に
あ
こ
が
れ
て
、
日
本
を
習
つ
て
朝
鮮
の
改
革
を

企
て
朝
鮮
開
化
独
立
運
動
の
先
駆
」
で
あ
る
と
の
説
を
、
金
玉
均
手
記
『
甲
申



日
録
』
所
載
の
「
政
綱
」
が
そ
の
執
筆
事
情
か
ら
見
て
信
愚
性
が
な
い
点
か
ら

激
し
く
反
論
し
て
い
る
．
本
章
に
は
若
干
疑
問
の
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
竹

添
公
使
が
井
上
外
務
卿
の
密
旨
に
も
と
づ
い
て
、
親
日
派
を
援
助
す
る
政
策
に

転
じ
た
と
の
指
摘
で
あ
る
（
二
二
八
頁
）
。
当
時
一
地
方
官
に
過
ぎ
な
か
つ
た
後

の
外
相
林
董
（
本
文
の
「
薫
」
は
誤
り
）
の
回
想
録
か
ら
の
引
用
は
局
外
に
あ

つ
た
者
の
臆
測
で
説
得
力
を
欠
く
し
（
二
二
八
頁
）
、
竹
添
が
伊
藤
参
議
、
井
上

外
務
卿
に
宛
て
甲
案
（
独
立
党
を
援
助
し
て
内
乱
を
起
さ
し
め
る
積
極
策
）
お

よ
び
乙
案
（
清
国
と
の
協
調
を
主
と
し
独
立
党
を
抑
乏
る
消
極
策
）
を
上
申
し
、

竹
添
が
甲
案
の
主
旨
で
行
動
を
行
つ
た
こ
と
の
指
摘
は
あ
り
な
が
ら
（
二
三

一
ー
二
三
二
頁
）
、
山
口
に
帰
省
し
て
不
在
の
井
上
に
代
つ
て
、
吉
田
外
務
大

輔
が
伊
藤
参
議
と
協
議
の
上
乙
案
を
可
と
す
る
と
回
訓
し
、
山
口
の
井
上
も
そ

の
趣
旨
に
賛
成
し
、
電
報
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
電
信
設
備
の
不
備
に
よ
つ
て
政

変
勃
発
ま
で
に
竹
添
の
下
に
届
か
な
か
つ
た
（
『
日
韓
外
交
資
料
集
成
』
第
三
巻

四
八
○
ー
四
八
一
頁
）
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
日
本
が
清
仏
戦
争
を

利
用
し
て
、
朝
鮮
か
ら
清
国
勢
力
を
一
掃
し
、
日
本
勢
力
の
拡
張
を
は
か
る
た
め

に
積
極
政
策
を
展
開
し
た
と
指
摘
し
（
二
二
六
頁
）
、
フ
ラ
ン
ス
が
対
清
政
略
の

必
要
か
ら
日
本
に
同
盟
を
提
議
し
た
が
、
井
上
外
務
卿
が
日
清
協
調
の
見
地
か

ら
こ
れ
を
拒
否
し
、
ま
た
在
清
榎
本
公
使
に
清
仏
間
の
調
停
を
訓
令
し
た
（
本
書

二
六
〇
頁
、
『
日
韓
外
交
資
料
集
成
』
第
三
巻
四
八
O
頁
、
四
八
四
頁
）
こ
と
と
矛

盾
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
．

　
第
五
章
で
は
、
東
学
党
の
発
生
原
因
、
そ
の
沿
革
、
日
清
両
国
の
朝
鮮
出
兵

と
日
清
戦
争
の
勃
発
に
至
る
過
程
が
究
明
さ
れ
る
。
本
章
で
著
者
は
特
に
従
来

の
学
説
が
東
学
党
の
本
質
や
東
学
党
の
乱
の
性
格
を
理
解
し
て
い
な
い
点
を
批

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

判
し
、
韓
国
の
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
学
乱
記
録
』
等
新
資
料
を
利
用
し
て

そ
の
政
治
目
的
が
「
斥
倭
洋
」
を
も
つ
て
外
国
勢
力
を
排
除
し
「
輔
国
安
民
」

を
も
つ
て
朝
鮮
政
府
の
弊
制
改
革
に
あ
つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た

だ
｝
八
八
五
年
の
天
津
条
約
に
よ
る
日
清
両
国
軍
の
撤
退
か
ら
一
八
九
三
年
の

東
学
党
代
表
の
上
京
請
願
に
至
る
数
年
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
く
．
清
国
が

推
薦
し
て
朝
鮮
の
外
交
顧
問
と
な
つ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
解
職
の
理
由
、
そ
れ
に

代
る
新
顧
問
デ
ニ
ー
の
朝
鮮
独
立
へ
の
努
力
も
十
分
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
問
題
と
な
る
箇
所
を
捉
え
て
論
評
し
た
が
、
日
本
側
の
根
本
資
料
を
十

分
に
利
用
し
て
実
証
主
義
の
方
法
を
貫
ぬ
こ
う
と
し
た
点
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

新
見
解
を
提
起
し
た
点
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

く
り
返
し
が
多
く
時
折
冗
長
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
点
、
数
カ
所
の
誤
植
ー

i
新
し
た
資
料
（
一
〇
頁
）
、
宮
本
理
事
官
来
一
行
韓
（
七
〇
頁
）
．
修
交
通
商
条

約
（
一
三
四
頁
）
、
大
院
君
は
二
れ
に
さ
そ
同
情
し
（
一
四
三
頁
）
。
意
表
（
一
七

一
頁
）
、
社
公
科
学
研
究
（
一
七
三
頁
）
、
林
薫
（
二
二
八
頁
、
…
一
二
頁
）
、
脱
落

ー
一
七
三
頁
註
⑳
林
茂
稿
の
論
文
名
な
し
ー
が
あ
る
点
は
他
日
改
定
の
機
会

に
訂
正
さ
れ
た
い
。
今
後
さ
ら
に
併
合
ま
で
朝
鮮
外
交
史
研
究
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
、
そ
の
際
日
鮮
関
係
に
限
定
さ
れ
ず
、
米
鮮
関
係
は
じ
め
ヨ
；
巨
ッ
パ
諸

強
の
中
で
朝
鮮
が
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
等
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
拡
げ

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
著
者
に
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
．
　
（
有
信
堂
発
行
、
三
六

五
頁
、
一
六
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
井
　
　
優
）

一
四
一

（
八
五
三
）


